
大分川・大野川水系

自分事化に向けた取組

【資料‐３】

令和６年３月（書面会議）

大分川・大野川水系流域治水協議会



令和５年度

大分川水系自分事化に向けた取組（案）

1



#1

⽔災害のリスクや、流域治⽔について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す
⽔災害対策や、流域治⽔に関して実際に取り組みが⾏わ
れるよう、個⼈、企業・団体の⾏動を誘発していく。

③行動を誘発する 流域治⽔に取り組む
主体が増える

⽔災害のリスクが⾃分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、⾏動に向かう状況を創出する。

自分事化に向けた取組計画

流
域
に
も
視
野
を
広
げ
る
（自
分
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

計画： 「水災害の自分事化」と流域に視野を広げることに関する令和５年度の取組計画を①②③の別に記入（横断可）

大分川水系流域治水協議会

様式1

訓練活動

計画策定

水防活動の支援

リスク情報等の提供

○浸水想定区域、土砂災害警戒区域等を公表

○総合的な防災マニュアル、洪水・土砂災害

ハザードマップを更新・配布

○河川監視カメラを設置、増設

○緊急速報メールやLアラートを活用して市民へ情

報提供

○メディアと連携による防災気象情報の提供

○自主防災組織等からの依頼による

防災講話や研修会等

○小・中学校への防災教育・マイ・タイ

ムラインを活用した出前講座

〇防災士のスキルアップ研修を開催

教育活動

○住民参加型の避難訓練を実施

○ハザードマップの周知および住民

の水害・土砂災害リスクに対する

理解促進の取組

○情報伝達サービスによる災害情報

の試験配信（大分市）

○要配慮者等の避難確保計画の作成

促進と避難の実効性確保

○マイ・タイムラインの作成、周知

○立地適正化計画の改訂（防災指針

の作成等）・公表（大分市）

○災害時の応援協定

連携活動

○現場見学会を利用してダムの役

割や効果、必要性を説明

水災害対策の支援

〇住宅・事業所等における

雨水貯留施設設置補助金

の交付（大分市）

○自主防災組織等が行う訓練

や資機材購入にかかる経費

の一部を補助（大分市）

流域治水の広報

○「流域治水」紹介パネルの作成

〇市報による広報

〇おおいた防災VR活用による防災

意識の醸成
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#2

①
知
る
機
会
を
増
や
す

取り組み・主対象

③
行
動
を
誘
発
す
る

②
自
分
事
と
捉
え
る
こ
と
を
促
す

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

令和５年度：自分事化に向けた取組のロードマップ
様式2

◎水災害、流域治水の広報

｜地域｜個⼈｜企業・団体｜

◎連携活動
｜地域｜個⼈｜

◎リスク情報等の提供
｜地域｜個⼈｜企業・団体｜

◎教育活動
｜地域｜個⼈｜

◎計画策定
｜地域｜個⼈｜企業・団体｜

◎水災害対策の支援
｜個⼈｜

◎水防活動の支援
｜地域｜個⼈｜企業・団体｜

◎訓練活動
｜地域｜個⼈｜

災害時の応援協定

大分川水系流域治水協議会

おおいた防災VR活⽤による防災意識の醸成、市報による広報

情報伝達サービスの試験配信

「流域治⽔」紹介
パネルの作成

現場⾒学を利⽤しダムの役割等を説明

浸⽔想定区域、⼟砂災害警戒区域等の公表、総合的な防災マニュアル、洪⽔・⼟砂災害ハザードマップを更新・配布

避難場所や経路等に関する情報を周知、市⺠への情報提供、メディア連携

河川監視カメラの設置、増設

⾃主防災組織等からの依頼による防災講話や研修会等

⼩・中学校への防災教育、マイ・タイムラインを活⽤した出前講座

防災⼠のスキルアップ研修

住⺠参加型の避難訓練

ハザードマップの周知および住⺠の⽔害・⼟砂災害リスクに対する理解促進

要配慮者等の避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保

⽴地適正化計画の改訂（防災指針の作成等）・公表

マイ・タイムラインの作成、周知

住宅・事業所等における⾬⽔貯留施設施設設置補助⾦の交付

公表

⾃主防災組織等への活動補助
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#3

⽔災害のリスクや、流域治⽔について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す ③行動を誘発する
⽔災害のリスクが⾃分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、⾏動に向かう状況を創出する。

流
域
に
も
視
野
を
広
げ
る
（自
分
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

⽔災害対策や、流域治⽔に関して実際に取り組みが⾏わ
れるよう、個⼈、企業・団体の⾏動を誘発していく。

流域治⽔に取り組む
主体が増える

自分事化に向けた取組のフォローアップ例

結果報告： 具体的取り組み事例について取り上げつつも、参加団体数や参加者数等の定量的数字を把握し記入。

大分川水系流域治水協議会

様式3

流域治水の広報

○「流域治水」紹介パネルの作成

〇市報による広報（竹田市）

〇おおいた防災VR活用による防災

意識の醸成（大分県）

○ダムの役割等を説明する現場見学会を

開催（31回、1,212人）

連携活動

リスク情報等の提供

教育活動

○浸水想定区域、土砂災害警戒区域等

を公表（大分県、由布市、竹田市）

○総合的な防災マップの作成・配布、洪

水・土砂災害ハザードマップを更新・

配布（大分市、由布市、竹田市）

○河川監視カメラを設置、増設

（13箇所）

○緊急速報メールやLアラート

を活用して市民へ情報提供

（随時）

○メディアと連携による防災気

象情報の提供（随時）

訓練活動

○住民参加型の避難訓練を実施

（3回）

○ハザードマップの周知および住

民の水害・土砂災害リスクに対す

る理解促進の取組

○情報伝達サービスによる災害情

報の試験配信（1回）

水災害対策の支援

計画策定

水防活動の支援

○要配慮者等の避難確保計画の

作成促進と避難の実効性確保

○マイ・タイムラインの作成、周知

（10回）

○立地適正化計画の改訂

（防災指針の作成等）・公表

（大分市）

○自主防災組織等からの依頼による防

災講話や研修会等（101回）

○小中学校への防災教育・マイ・タイム

ラインを活用した出前講座

（19回）

〇防災士のスキルアップ研修を開催

（7回）
〇住宅・事業所等における雨水

貯留施設設置補助金の交付

（8件）

○自主防災組織等が行う訓練や

資機材購入にかかる経費の一

部を補助（91組織）

○災害時の応援協定
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令和５年度

大野川水系自分事化に向けた取組（案）
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#4

⽔災害のリスクや、流域治⽔について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す
⽔災害対策や、流域治⽔に関して実際に取り組みが⾏わ
れるよう、個⼈、企業・団体の⾏動を誘発していく。

③行動を誘発する 流域治⽔に取り組む
主体が増える

⽔災害のリスクが⾃分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、⾏動に向かう状況を創出する。

自分事化に向けた取組計画

流
域
に
も
視
野
を
広
げ
る
（自
分
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

計画： 「水災害の自分事化」と流域に視野を広げることに関する令和５年度の取組計画を①②③の別に記入（横断可）

大野川水系流域治水協議会

様式1

訓練活動

計画策定

水防活動の支援

リスク情報等の提供

○浸水想定区域、土砂災害警戒計画区域等を公表

○総合的な防災マニュアル、洪水・土砂災害

ハザードマップを更新・配布

○河川監視カメラを設置、増設

○緊急速報メールやLアラートを活用して市民へ情

報提供

○メディアと連携による防災気象情報の提供

○自主防災組織等からの依頼による

防災講話や研修会等

○小・中学校への防災教育・マイ・タイ

ムラインを活用した出前講座

〇防災士のスキルアップ研修を開催

教育活動

○住民参加型の避難訓練を実施

○ハザードマップの周知および住民

の水害・土砂災害リスクに対する

理解促進の取組

○情報伝達サービスによる災害情報

の試験配信（大分市）

○要配慮者等の避難確保計画の作成

促進と避難の実効性確保

○マイ・タイムラインの作成、周知

○立地適正化計画の改訂（防災指針

の作成等）・公表（大分市）

○災害時の応援協定

連携活動

○現場見学会を利用してダム・遊

水地の役割や効果、必要性を説

明

水災害対策の支援

〇住宅・事業所等における

雨水貯留施設設置補助金

の交付（大分市）

○自主防災組織等が行う訓練

や資機材購入にかかる経費

の一部を補助（大分市、豊後

大野市）
流域治水の広報

○「流域治水」紹介パネルの作成

〇市報による広報

〇おおいた防災VR活用による防災

意識の醸成

○CATVで水害・土砂災害に関する

啓発活動を実施
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#5

①
知
る
機
会
を
増
や
す

取り組み・主対象

③
行
動
を
誘
発
す
る

②
自
分
事
と
捉
え
る
こ
と
を
促
す

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

令和５年度：自分事化に向けた取組のロードマップ
様式2

◎水災害、流域治水の広報

｜地域｜個⼈｜企業・団体｜

◎連携活動
｜地域｜個⼈｜

◎リスク情報等の提供
｜地域｜個⼈｜企業・団体｜

◎教育活動
｜地域｜個⼈｜

◎計画策定
｜地域｜個⼈｜企業・団体｜

◎水災害対策の支援
｜個⼈｜

◎水防活動の支援
｜地域｜個⼈｜企業・団体｜

◎訓練活動
｜地域｜個⼈｜

災害時の応援協定

大野川水系流域治水協議会

公表

CATVでの啓発活動
おおいた防災VR活⽤による防災意識の醸成、市報による広報

情報伝達サービスの試験配信

「流域治⽔」紹介
パネルの作成

現場⾒学を利⽤しダム、遊⽔地の役割等を説明

浸⽔想定区域、⼟砂災害警戒区域等の公表、総合的な防災マニュアル、洪⽔・⼟砂災害ハザードマップを更新・配布

避難場所や経路等に関する情報を周知、市⺠への情報提供、メディア連携

河川監視カメラの設置、増設

⾃主防災組織等からの依頼による防災講話や研修会等

⼩・中学校への防災教育、マイ・タイムラインを活⽤した出前講座

防災⼠のスキルアップ研修

住⺠参加型の避難訓練

ハザードマップの周知および住⺠の⽔害・⼟砂災害リスクに対する理解促進

要配慮者等の避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保

⽴地適正化計画の改訂（防災指針の作成等）・公表

マイ・タイムラインの作成、周知

住宅・事業所等における⾬⽔貯留施設施設設置補助⾦の交付

⾃主防災組織等への活動補助
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#6

⽔災害のリスクや、流域治⽔について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す ③行動を誘発する
⽔災害のリスクが⾃分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、⾏動に向かう状況を創出する。

流
域
に
も
視
野
を
広
げ
る
（自
分
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

⽔災害対策や、流域治⽔に関して実際に取り組みが⾏わ
れるよう、個⼈、企業・団体の⾏動を誘発していく。

流域治⽔に取り組む
主体が増える

自分事化に向けた取組のフォローアップ例

結果報告： 具体的取り組み事例について取り上げつつも、参加団体数や参加者数等の定量的数字を把握し記入。

大野川水系流域治水協議会

様式3

流域治水の広報

○「流域治水」紹介パネルの作成

〇市報による広報（竹田市、豊後大野

市）

〇おおいた防災VR活用による防災意識

の醸成（大分県）

○CATVで水害・土砂災害に関する啓発

活動を実施（大分県）

○ダム・遊水地の役割等を説明する現場

見学会を開催（18回、370人）

連携活動

リスク情報等の提供

教育活動

○浸水想定区域、土砂災害警戒計画区域等

を公表（大分県、竹田市、熊本県、宮崎県）

○総合的な防災マップの作成・配布、洪

水・土砂災害ハザードマップを更新・

配布（大分市、竹田市、豊後大野市）

○河川監視カメラを設置、増設

（11箇所）

○緊急速報メールやLアラート

を活用して市民へ情報提供

（随時）

○メディアと連携による防災気

象情報の提供（随時）

訓練活動

○住民参加型の避難訓練を実施

（6回）

○ハザードマップの周知および住

民の水害・土砂災害リスクに対す

る理解促進の取組

○情報伝達サービスによる災害情

報の試験配信（1回）

水災害対策の支援

計画策定

水防活動の支援

○自主防災組織等からの依頼による

防災講話や研修会等（137回）

○小中学校への防災教育・マイ・タイム

ラインを活用した出前講座

（41回）

〇防災士のスキルアップ研修を開催

（22回）

〇住宅・事業所等における雨水

貯留施設設置補助金の交付

（12件）

○自主防災組織等が行う訓練や

資機材購入にかかる経費の

一部を補助（124組織）

○災害時の応援協定

○要配慮者等の避難確保計画の

作成促進と避難の実効性確保

○マイ・タイムラインの作成、周知（4回）

○立地適正化計画の改訂

（防災指針の作成等）・公表（大分市）
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令和６年度

大分川水系自分事化に向けた取組（案）

9



#1

⽔災害のリスクや、流域治⽔について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す
⽔災害対策や、流域治⽔に関して実際に取り組みが⾏わ
れるよう、個⼈、企業・団体の⾏動を誘発していく。

③行動を誘発する 流域治⽔に取り組む
主体が増える

⽔災害のリスクが⾃分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、⾏動に向かう状況を創出する。

自分事化に向けた取組計画

流
域
に
も
視
野
を
広
げ
る
（自
分
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

計画： 「水災害の自分事化」と流域に視野を広げることに関する令和６年度の取組計画を①②③の別に記入（横断可）

大分川水系流域治水協議会

様式1

訓練活動

計画策定

水防活動の支援

リスク情報等の提供

○浸水想定区域、土砂災害警戒区域等を公表（大分県、由布市、

竹田市）

○総合的な防災マニュアル、洪水・土砂災害

ハザードマップを更新・配布（大分市、由布市、竹田市）

○河川監視カメラを設置、増設（大分市、由布市、竹田市）

○緊急速報メールやLアラートを活用して市民へ情

報提供（大分市、気象台）

○メディアと連携による防災気象情報の提供（気象台）

○自主防災組織等からの依頼による

防災講話や研修会等（国、大分県、

大分市、由布市、竹田市、気象台）

○小・中学校への防災教育・マイ・タイ

ムラインを活用した出前講座（国、

大分市、由布市、竹田市、気象台）

〇防災士のスキルアップ研修を開催

（大分県）

教育活動

○住民参加型の避難訓練を実施（由

布市、竹田市）

○ハザードマップの周知および住民

の水害・土砂災害リスクに対する

理解促進の取組（由布市、竹田市）

○情報伝達サービスによる災害情報

の試験配信（大分市）

○要配慮者等の避難確保計画の作成

促進と避難の実効性確保（大分県、

大分市、由布市、竹田市）

○マイ・タイムラインの作成、周知（由布

市）

○災害時の応援協定

（国、大分県、大分市、

由布市、竹田市）

連携活動

○現場見学会を利用してダムの役

割や効果、必要性を説明（国）

水災害対策の支援

〇住宅・事業所等における

雨水貯留施設設置補助金

の交付（大分市）

〇自主防災組織等が行う訓練

や資機材購入にかかる経

費の一部を補助（大分市）

流域治水の広報

〇市報による広報（竹田市）

〇おおいた防災VR活用による防災

意識の醸成（大分県）
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#2

①
知
る
機
会
を
増
や
す

取り組み・主対象

③
行
動
を
誘
発
す
る

②
自
分
事
と
捉
え
る
こ
と
を
促
す

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

令和６年度：自分事化に向けた取組のロードマップ
様式2

◎水災害、流域治水の広報

｜地域｜個⼈｜企業・団体｜

◎連携活動
｜地域｜個⼈｜

◎リスク情報等の提供
｜地域｜個⼈｜企業・団体｜

◎教育活動
｜地域｜個⼈｜

◎計画策定
｜地域｜個⼈｜企業・団体｜

◎水災害対策の支援
｜個⼈｜

◎水防活動の支援
｜地域｜個⼈｜企業・団体｜

◎訓練活動
｜地域｜個⼈｜

災害時の応援協定

大分川水系流域治水協議会

おおいた防災VR活⽤による防災意識の醸成、市報による広報

情報伝達サービスの試験配信

現場⾒学を利⽤しダムの役割等を説明

浸⽔想定区域、⼟砂災害警戒区域等の公表、洪⽔・⼟砂災害ハザードマップを更新・配布

市⺠への情報提供、メディア連携

河川監視カメラの設置、増設

⾃主防災組織等からの依頼による防災講話や研修会等

⼩・中学校への防災教育、マイ・タイムラインを活⽤した出前講座

防災⼠のスキルアップ研修

住⺠参加型の避難訓練

ハザードマップの周知および住⺠の⽔害・⼟砂災害リスクに対する理解促進

要配慮者等の避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保

マイ・タイムラインの作成、周知

住宅・事業所等における⾬⽔貯留施設施設設置補助⾦の交付

⾃主防災組織等への活動補助
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令和６年度

大野川水系自分事化に向けた取組（案）
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#3

⽔災害のリスクや、流域治⽔について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す
⽔災害対策や、流域治⽔に関して実際に取り組みが⾏わ
れるよう、個⼈、企業・団体の⾏動を誘発していく。

③行動を誘発する 流域治⽔に取り組む
主体が増える

⽔災害のリスクが⾃分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、⾏動に向かう状況を創出する。

自分事化に向けた取組計画

流
域
に
も
視
野
を
広
げ
る
（自
分
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

計画： 「水災害の自分事化」と流域に視野を広げることに関する令和６年度の取組計画を①②③の別に記入（横断可）

大野川水系流域治水協議会

様式1

訓練活動

計画策定

水防活動の支援

リスク情報等の提供

○浸水想定区域、土砂災害警戒区域等を公表（大分県、竹田市、

熊本県、宮崎県）

○総合的な防災マニュアル、洪水・土砂災害

ハザードマップを更新・配布（大分市、豊後大野市、竹田市）

○河川監視カメラを設置、増設（大分市、竹田市）

○緊急速報メールやLアラートを活用して市民へ情

報提供（大分市、気象台）

○メディアと連携による防災気象情報の提供（気象台）

○自主防災組織等からの依頼による

防災講話や研修会等（国、大分県、

大分市、豊後大野市、臼杵市、竹田

市、気象台）

○小・中学校への防災教育・マイ・タイ

ムラインを活用した出前講座（国、

大分県、大分市、臼杵市、竹田市、

宮崎県、気象台）

〇防災士のスキルアップ研修を開催

（大分県、豊後大野市）

教育活動

○住民参加型の避難訓練を実施（大

分県、竹田市）

○ハザードマップの周知および住民

の水害・土砂災害リスクに対する

理解促進の取組（竹田市）

○情報伝達サービスによる災害情報

の試験配信（大分市）

○要配慮者等の避難確保計画の作成

促進と避難の実効性確保（大分県、

大分市、豊後大野市、臼杵市、竹田

市）

○災害時の応援協定

（国、大分県、大分市、

竹田市）

連携活動

○現場見学会を利用してダム・遊

水地の役割や効果、必要性を説

明（大分県）

水災害対策の支援

〇住宅・事業所等における

雨水貯留施設設置補助金の交付

（大分市）

○自主防災組織等が行う訓練や資機

材購入にかかる経費の一部を補助

（大分市、豊後大野市）

流域治水の広報

〇市報による広報（竹田市、豊後

大野市）

〇おおいた防災VR活用による防災

意識の醸成（大分県）

○CATVで水害・土砂災害に関する

啓発活動を実施（大分県）
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#4

①
知
る
機
会
を
増
や
す

取り組み・主対象

③
行
動
を
誘
発
す
る

②
自
分
事
と
捉
え
る
こ
と
を
促
す

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

令和６年度：自分事化に向けた取組のロードマップ
様式2

◎水災害、流域治水の広報

｜地域｜個⼈｜企業・団体｜

◎連携活動
｜地域｜個⼈｜

◎リスク情報等の提供
｜地域｜個⼈｜企業・団体｜

◎教育活動
｜地域｜個⼈｜

◎計画策定
｜地域｜個⼈｜企業・団体｜

◎水災害対策の支援

｜個⼈｜

◎水防活動の支援
｜地域｜個⼈｜企業・団体｜

◎訓練活動
｜地域｜個⼈｜

災害時の応援協定

大野川水系流域治水協議会

CATVでの啓発活動

おおいた防災VR活⽤による防災意識の醸成、市報による広報

情報伝達サービスの試験配信

現場⾒学を利⽤しダム、遊⽔地の役割等を説明

浸⽔想定区域、⼟砂災害警戒区域等の公表、洪⽔・⼟砂災害ハザードマップを更新・配布

市⺠への情報提供、メディア連携

河川監視カメラの設置、増設

⾃主防災組織等からの依頼による防災講話や研修会等

⼩・中学校への防災教育、マイ・タイムラインを活⽤した出前講座

防災⼠のスキルアップ研修

住⺠参加型の避難訓練

ハザードマップの周知および住⺠の⽔害・⼟砂災害リスクに対する理解促進

要配慮者等の避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保

住宅・事業所等における⾬⽔貯留施設施設設置補助⾦の交付

⾃主防災組織等への活動補助
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「流域治水」紹介パネル
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H17.9台⾵14号

H21.7中国・
九州北部豪⾬

H24九州北部豪⾬

H29.7九州北部豪⾬
R1.8豪⾬
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1時間降⽔量50㎜以上の年間発⽣回数

約1.5倍
1976〜1985

平均226回
2013〜2022

平均328回

⑤R5.7出水

⑥R4.9出水

⑦R1.7出水

①H29.7出水：筑後川等3水系で氾濫

②R1.8出水：六角川等3水系で氾濫

③R2.7出水：球磨川等4水系で氾濫
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